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・日本の水産業・食生活の変化
－水産白書より－

・気候変動による水産資源への影響
・水産資源の変動への適応
－現状の適応と将来の適応－

・どうする日本・水産

気候変動による天然水産資源への影響と日本の対応
－これからの海と社会の変化に向けて－

2023年7月7日 S18セミナー
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水産白書で見る日本の水産・食生活

日本の漁獲量・生産量は平成に入ってから減少の一途を辿っている



水産白書で見る日本の水産・食生活

日本

１位 → → ９位？

日本のEEZ（排他的経済水域）の広さは世界6位とも言われているが・・・・・



水産白書で見る日本の水産・食生活

魚介類の消費は減少の一途。（嗜好に合った）輸入品で消費を維持しつつも減少。

平成23年から魚介類＜肉類



水産白書で見る日本の水産・食生活

サンマやイカ類は、気候変動による資源・漁獲量減少の影響が大きいかも。



水産白書で見る日本の水産・食生活

日本は首位独走だったが、

中国、インドネシアと
同レベルに。

世界的に増加傾向



水産白書で見る日本の水産・食生活

供給量が減少している背景（漁業者の減少）



水産白書で見る日本の水産・食生活

消費減以上に国内の供給減が大きく、自給率は低下

生活様式の変化・地域人口の減少によって、魚食文化、水産業が停滞。
さらに、今後の気候変動によって国内自給率はどうなるのか？ どうする日本。



Ⅰ 気候変動による水産業への影響
(1) レジームシフト・魚種交代（自然の変化）
(2) 温暖化と思われる影響（人為的環境変化）

Ⅱ 水産業における適応策
(1) 現在起きている影響への適応策

増えた魚の有効利用
(2) 将来予測される影響への適応策

社会的変化も含めた対応

気候変動による天然水産資源への影響と日本の対応
－これからの海と社会の変化に向けて－

2023年7月7日 S18セミナー



日本近海の水温の長期変化

地球全体では
＋0.60℃

気象庁HP 「海の健康診断」より



気象庁HP 「海の健康診断」より
日本近海平均＋1.24℃/100年

日本近海の水温の長期変化

気象庁HP 「海の健康診断」より
日本近海平均＋1.24℃/100年

寒暖 暖寒 暖
寒？
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ブリの漁獲量（北海道）

全国的に増加
北海道で－急増－

資料は http://abchan.fra.go.jp/



タチウオ・チダイの漁獲量（宮城県）

宮城県における主要魚種の資源動向
（https://www.pref.miyagi.jp/site/gaiyou/shigendoukou.html）より



サンマの漁獲量

資源減少による漁獲量の減少
に拍車を掛けている

令和 2 年度 国際漁業資源の現況
http://kokushi.fra.go.jp/index-2.htmlより

http://kokushi.fra.go.jp/index-2.html


気象庁HP 「海の健康診断」より
日本近海平均＋1.24℃/100年

日本近海の水温の長期変化

気象庁HP 「海の健康診断」より
日本近海平均＋1.24℃/100年

寒暖 暖寒 暖
寒？



魚種交代、レジームシフトによる資源変動
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20年くらいの周期で大きく変化
「レジームシフト」・「魚種交替」

＊スルメイカの漁獲量は日本と韓国の合計値
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より抜粋

地球規模（太平洋全体）の変化なので、太平洋の
反対側でも同時に変化（魚種交替）が起きます。
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魚種交代、レジームシフトによる資源変動



●気候変動とはいうものの・・・
（１）年・周期的な変化（自然の要因、10年単位）
（２）地球温暖化（人為的な要因、長期的な変化）

＊周期的な変化は過去にも観察されている
今後も繰り返されることが想定される

水産資源の資源変動とも深く関係している
「魚種交替（レジームシフト）、資源変動と関連」

気候変動が与える漁業資源への影響



日本の水産業（イカ類）の対応

マイワシ
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1970-1980年代にスルメイカが減少した。
日本の水産業はどのように対応したか？
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日本の水産業（イカ類）の対応

日本人が
食べるイカは

50万トン

全国イカ加工業協同組合の資料より
http://www.zen-ika.com/

当時



日本の水産業（イカ類）の対応

世界中のイカ類の漁場開発が行われた



日本の水産業（イカ類）の対応

マイワシ
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1970年～1980年代のスルメイカ資源減少時の対応は
現状では困難
・世界的な漁業・イカ類需要の変化
・日本の沖合イカ釣り漁船の減少（船員も不足）

輸入先



●気候変動とはいうものの・・・
（１）年・周期的な変化（自然の要因、10年単位）
（２）地球温暖化（人為的な要因、長期的な変化）

＊温暖化は人為的な要因で現在進行中
過去には見られなかった高水温の影響

すでに水産資源にも様々な影響が生じている
「分布域、漁期・漁場と関連」 全体的・地域的

気候変動が与える漁業資源への影響



北
に
移
動

深い水深に移動

IPCC第５次報告書
第２作業グループ
（第６章）より

温暖化による海洋生物の応答



回遊性魚介類 （一部）
環境省 気候変動影響評価報告書（詳細）より

プラスの
影響

マイナスの
影響

詳細：https://www.env.go.jp/content/900516664.pdf



サワラ（東シナ海系群）

暖水性の魚で、
主に西日本沿岸
東シナ海・に分布

近年の高水温に対する漁業資源の応答-(サワラ)

資料は http://abchan.fra.go.jp/
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日本海でサワラが急増
京都府や福井県が
日本一の産地

近年の高水温に対する漁業資源の応答-(サワラ)

資料は http://abchan.fra.go.jp/



日本海におけるサワラの利用の変化

近所のスーパーに並ぶようになりました（新潟県）。

日本海沿岸各地でルアー
釣りの対象に。

釣具店も大喜びスーパーでも安売り



商品開発需
要拡大

日本海におけるサワラの利用の変化

平成21～23年度
新たな農林水産業政策を推進する
実用技術開発事業委託事業
農林水産技術会議事務局

https://www.hyogo-suigi.jp/tajima/wp-content/uploads/sites/2/2020/11/sawara-manual.pdf



2歳で産卵場に
戻るまで日本海

春に生まれたサワラが秋に日本海に来遊、
2年後に産卵のために東シナ海に戻る

日本海におけるサワラの分布・回遊生態

黄海・
東シナ海が
産卵場



サワラの漁獲量予測（当歳魚より2歳魚を予測）

京都府農林水産技術センター海洋センター研究報告 第35号，2013



サンマの漁獲量

資源減少による漁獲量の減少
に拍車を掛けている

令和 2 年度 国際漁業資源の現況
http://kokushi.fra.go.jp/index-2.htmlより

http://kokushi.fra.go.jp/index-2.html


気候シナリオによる予測（サンマの事例、適水温面積）

道東海域

三陸海域

三陸海域常磐海域

解析期間 9月サンマ
分布水温

桑原ら
（2006）

1989-
2001 16-19℃

各月、海域別にサンマの適水温比率を計算
34



サンマの日本周辺漁場への来遊量予測（シナリオ別）

道東海域漁場面積・漁場水温変化＠4GCM平均 道東海域漁場面積・漁場水温変化@4GCM平均



農林水産省 農と食のサイエンス4号
－気候変動でサンマはどうなるの？－より

脂がのってなくて
ごめんよ

温暖化でサンマは・・・



捕れる魚・食べる魚が変わってくる
（短期的・長期的）適応が必要

気候変動（温暖化、魚種交代）によって



温暖化の影響はざまざまな産業が複雑に関連

国民生活にも影響



社会・経済シナリオ（人口減少の影響）

39

SSP1持続可能
北海道 青森県 岩手県 宮城県 茨城県 千葉県
釧路市 八戸市 宮古市 石巻市 北茨城市 銚子市
根室市 大船渡市 塩竈市 ひたちなか勝浦市
白糠町 久慈市 気仙沼市 神栖市 南房総市
釧路町 陸前高田市東松島市
厚岸町 釜石市 七ヶ浜町
浜中町 大槌町 女川町
広尾町 山田町 南三陸町

水産業に関係の深い市町村を集計
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＊国立環境研究所 日本版SSP（shared socio-economic pathways）別人口シナリオ 第２版より作成
https://adaptation-platform.nies.go.jp/socioeconomic/population.html



・どうする日本・水産

気候変動による天然水産資源への影響と日本の対応
－これからの海と社会の変化に向けて－

2023年7月7日 S18セミナー

地域社会・産業構造・食文化に関する将来像が描けるか？

気候変動も含めたどのような対応が可能か？

みんなで考えましょう。
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